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正月の仲見世通り

ぶれいくたいむ
　あっと言う間に2016年は終わり、2017
年を迎えることになりました。事業として
は2016年度はまだ終わっていません
が、皆さまはどんな2016年でしたか？
　私は俗に言うカープ女子（BBA）と
なり数年。広島東洋カープは25年ぶり
のセリーグ優勝を飾ることが出来まし
た！残念ながら日本一になることは出来
ませんでしたが、チーム内の信頼関係を
もち、チームワークを発揮しながら戦う
姿に、胸が熱くなりました。特に、目標
に向かって頑張ることの大切さは、日々
の仕事にも通じることだなと心から感じました。
　カープを応援したい！毎試合球場に行きたいという欲求が私の
仕事に対するモチベーションになっている今‥‥。2017年も全
力で広島東洋カープ応援！そして、仕事にと頑張っていこうと
思ってます。
　皆さまもよいライフワークバランスを保ちつつ、2017年も素
敵な一年になりますように！
　　　 　　    （東電さわやかケア中野・訪問看護ステーション　鈴木）
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　皆さま、あけましておめでとうござ
います。
　私にとって昨年は　熊本の震災や水
害など大きな被害を出した自然災害が印象に残る一年にな
りました。今年は被害にあった方々にとって希望のある一
年になる事を願わずにはいられません。
　さて、今年の干支は「酉年」。「奉仕」と「実り」という
意味があるそうです。患者さまにはもちろんですが、家族
や友人など周囲の人に奉仕する事で、多くの実りが帰って
くる。そんな良い循環が生まれる一年になるといいなと思
います。
　そして、協議会にとっての「実り」のひとつ、イメージ
キャラクターの「ほなとちゃん」が誕生しましたね。かわ
いらしいひつじの「ほなとちゃん」には、訪問看護師とし
て頑張ってきた皆さんの思いや希望がつまっているんです
ね。その「ほなとちゃん」が登場する協議会の新しいリー
フレットが出来上がりました。第一印象として、全体的に
明るい印象になり、自転車と一緒の「ほなとちゃん」が、
訪問看護師らしさを上手く表現してくれているなぁと思い
ました。新しい仲間「ほなとちゃん」をこれからもよろし
くお願い致します。
　まだまだ、寒さきびしい日が続きますが、防寒対策はも
ちろんのこと、早い方は花粉対策も万全にして、今日も頑
張りましょう！
　　　  （東大和訪問看護ステーション武蔵村山サテライト　龍原）

2017年、明けましておめでとうござい
ます。日頃、皆様には当東京訪問看護ステー

ション協議会の運営にご支援ご協力を賜り誠にありがと
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日本語で「ぼんくら」というとあまり良くない印象を受
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（ボン・クラージュ）、つまり「頑張ってね」という励ま
す意味を込めた掛詞のようです。
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会を迎える中で「医療介護総合確保推進法」（2014年）
が制定され、都道府県は市町村と連携し、地域医療構想

の策定後、在宅支援のための訪問看護の質が問われてい
ます。そして今後2018年度に向け、第7次医療計画の
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ます。このように激動する時代には自施設の利益や理念
では太刀打ちできないことは明白な事実です。時代を越
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 ぼん・くらーじゅ ぼん・くらーじゅ
Bon Courage

東京訪問看護ステーション協議会 会長 山 元 恵 子ご　挨　拶ご　挨　拶

【
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先
】

東京訪問看護ステーション協議会は、都内で活動し
ている訪問看護ステーションの訪問看護師たちを支
援していきます。ご入会を心よりお待ちしています。

12月15日現在の会員施設数
継続会員：407　新規会員：90　合計：497
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ほなとちゃん誕生物語 「訪問看護キャリアラダー」

Report①

友利沙也香さん
協議会からの表彰状を手に

　都民の皆さんに訪問看護を知ってもらいたい、そのためには「この絵を見たら訪問看護
師を思いおこすイメージキャラクターがあるといい。」そんな気持ちで、東京訪問看護ス
テーション協議会では今年度「イメージキャラクターの公募」をして、応募された12作
品のなかから、最も東京の訪問看護師らしいデザインであった「友利沙也香さんの作品」
を総務会一致意見でイメージキャラクターとしました。

　友利沙也香さんに、キャラクター作成にあたってのイメージの意図や、訪問看護への想
いなどをお伺いしました。　　　　　　　 　（東京訪問看護ステーション協議会　椎名美恵子）

　訪問看護師の方に取材させて頂くなかで、病院の看護
師さんとは違った患者様への寄り添い方を知り、とても
素晴らしい仕事だと思いました。患者さまだけでなく介
護する家族にも気を配りながら、それぞれが自立できる
ようにサポートするというのは、毎日、的確な判断をす
るために日々いろんなことを気にしながら過ごしてらっ
しゃるのだと思います。本当に尊敬しかありません。そ

の中でも、皆さんとてもイキイキとし、自分のライフス
タイルに合った生活を送ってらっしゃって凄いなと思い
ました。
　これからは、「住み慣れた家で過ごす方が増える」とい
うことを聞き、さらに活躍の場が増えていく仕事だと思い
ますが、私自身、間接的ではありますがこれからも訪問看
護のお仕事のなにかお手伝いが出来ればと思っています。

キャリアラダーを作ることになった経緯を教えてく
ださい。

地域包括ケアの要ともいわれる訪問看護ですが、訪
問看護の質向上のために東京訪問看護ステーション

協議会では、訪問看護の質向上のための体系的教育プロ
ジェクトチームをつくりました。公募によるプロジェク
トメンバーは、「訪問看護師の教育ってどうなっているん
だろう？」と、研修会の洗い出しをしました。新人や管
理者の研修はたくさんありましたが、中堅の職員は、小児
や精神などの専門的な研修を受けている事がわかりました。
　訪問の経験は長く、ケアや利用者に対するかかわり方
はとても上手でも地域や他職種にあまり関心がない、家
族とのかかわりが苦手といった訪問看護師がいます。バ
ランスが取れた訪問看護師を育てるためには体系的な教
育の仕組みが必要ではないかと考え、たどり着いたのが、
段階的な教育のしくみ「ラダー（はしご）」の考え方です。
病院で使っている臨床看護の実践能力を表すクリニカル
ラダーではなく、専門的な能力の発達や開発も示す『キャ
リアラダー』を作ろうということになりました。

日本看護協会などでクリニカルラダーが出ています
が、違いは何ですか？

「現場で中堅とはどんな事が出来る人か」など訪問
看護師が創るキャリアラダーだからこそ理想像では

なく、現場にしっくりきて、実際に使えるものを作りた
いと思っています。訪問看護では、病院で経験を積んだ
看護師が訪問看護を始める等単純に経験年数では測れま
せん。20年選手の看護師でも訪問看護を始めた時には新
人からのスタートというのが訪問看護キャリアラダーです。

作成で苦労したことは何ですか？

「言葉」です。こういうことが言いたいけど言葉が
出てこない。同じ「看護実践」という言葉でもプロ

ジェクトメンバーそれぞれ感じてい
ることがずれている等「言葉」には
苦労しました。そこで、言葉の定義
をし、メンバーの共通言語を持つこ
とにしました。もう一つは、プロ
ジェクトメンバーが病院勤務時代に
ラダーで育っていない人達だったと
いうことです。まずは、ラダーのお
勉強から始めました。

　東京訪問看護ステーション協議会では、平成27年夏から「訪問看護キャリアラダー」の作成に取り組ん
でいます。その経緯や進行状況をQ＆Aでまとめてみました。

現在の進行状況を教えてください。

訪問看護の能力と発達段階の枠組みを作り、それぞ
れの細かい行動目標を上げました。出来上がったも

のを都内12カ所の訪問看護ステーションに試行をお願
いし、11月中にヒアリングに行きました。また、11月
20日に行われた在宅看護学会学術集会の交流集会でご意
見をいただき、皆さんのご意見を参考にブラッシュアッ
プしているところです。

どんな意見がありましたか？

「スタッフの強みや弱みが目に見えて、個々の課題
がわかりやすい」「東京都のOJTマニュアルや看護

協会の物など似たようなものとの違いを明確にした方が
良い」「紙面の構成上の問題だが見やすくしてほしい」等
たくさんのご意見をいただきました。

今後の予定を教えてください。

平成29年3月までには完成の予定です。完成をお
楽しみに！その後キャリアラダーに合わせた研修会

の検討と普及啓発活動を行っていくことになります。

　　　　　　　　　　　　　　　 （野村訪問看護ステーション　家崎）
　　　　　　　　　　　（（株）ライフケアーサービスセンター　高木）

訪問看護への想い

　はじめに、たくさんの応募の中からほなとちゃんを選ん
で頂いたことを心より感謝いたします。
　今回キャラクターを制作するにあたって、一目で訪問看
護のキャラクターだと分かることと、東京ならではのスタ

イリッシュでシンプル
なキャラクターにした
いと考えました。
　ほなとちゃんはピン
ク色のひつじの女の子
です。なぜひつじにし
たかというと、訪問看
護師の方とお話しした

際に、イメージとして浮かんだの
がひつじでした。ほなとちゃんの
ふんわりとした毛には患者さまを
優しく包み込むイメージと、凜と
した瞳には真の心で医療を見つめ
るという意味を込めています。
　色は「ピンク×黒」で優しさと
強さを表現しています。色も形もシンプルなほなとちゃん
ですが、訪問看護らしさを盛り込み一目でわかるような工
夫をしています。
　これから、ほなとちゃんを通して訪問看護に興味を持っ
てくださる方が増えればとても嬉しいです。

デザインの意図

ほなとちゃんラフスケッチ
ほなとちゃんの製作初期に描いた
イラストです。

プロジェクト集合写真

会議中
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んにちは。なごみ訪問看護ステーション（医療法人社
団恵仁会）です。同じ名前のステーションが都内にも

いくつかあるのですが、当ステーションは北多摩南ブロック
に属する府中市の“なごみ”になります。

中市は新宿から京王線で西へ約20分のところにあり、
人口は約25万人、高齢化率は約20％という市です。

都心へのアクセスがよいだけでなく、市内に大きな企業や工
場が複数あるため、働く世代・子育て世代が増えています。
とはいえ、当ステーションのある住吉町周辺は多摩川の河川
敷が広がり、田んぼや梨畑が散在するのどかな地域です。

ごみ訪問看護ステーションは平成18年に開設され、
今年でちょうど10年を迎えました。なごみ居宅介護

支援事業所を併設しており、母体法人には府中恵仁会病院と
366リハビリテーション病院があります。ステーションの職
員は看護師が4名（常勤2名・非常勤2名）、作業療法士2名（常
勤）、事務1名（常勤）です。居宅介護事業所を含め職員の連
携や関係が良く、和気あいあいとした職場です。系列病院の
託児所があるほか、子どもの急な発熱や学校行事でのお休み
にもスタッフが協力しあって働いています。

ーミナル期の方を
含め、医療機関や

ケアマネジャーから利用者さんの依頼はいただくのですが、
スタッフ不足でお断りせざるを得ないこともあり、とても心
苦しいところです。お受けした利用者さんには、ひとりひとり・
一回一回の訪問を大切に、他職種と連携しながら「その人ら
しく暮らしていくための医療とケア」の提供をめざしていま
す。また、小さなステーションでも、在宅での看取りや実習生・
研修生の受け入れ、市民講座や地域の多職種イベントの参画
など、少しでも地域に「在宅療養の種」を蒔けるようがんばっ
ています。

性豊かな利用者さんがその人らしく暮らし続けられる
ことをめざして、一緒に笑ったり悩んだりする仲間

を増やした～い！と、ただいま絶賛リクルート中です。
便利な府中市中心部と、のどかな訪問地域、楽し
い職場、と3つおいしいなごみ訪問看護ステー
ションに、いらっしゃいませんか～♪

こ

な

府

タ

個

〒183-0034　東京都府中市住吉町5-18-7
TEL：042-351-8351　FAX：042-351-8353
http://www.nagomi-h.com 

医療法人社団恵仁会

なごみ訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　所長  加部 里美 〒167-0053　東京都杉並区西荻南3-7-4

　　　　　　　　　　KS大東ビル201号室
TEL：03-5344-9838　FAX：03-5344-9839
http://shousei-st.com 

株式会社テラ

笑生訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　代表  須藤 博子

んにちは。笑生訪問看護ステーションです。
当ステーションは23区の西側に位置する杉並区の西荻

窪駅の近くにあります。西荻の街にはお洒落なカフェをはじ
め、アンティークショップやクラフト感あふれる小さなお店
がたくさんあり、休日には散策する若い人達が多く見られま
す。また少し足を伸ばせば、井の頭公園や三鷹の森ジブリ美
術館など、緑の多い穏やかな環境が広がっています。

ステーションは平成22年6月に開設し、今年で７年目
を迎えました。スタッフは現在16名（常勤看護師6名、

非常勤看護師5名、介護福祉士3名、社会福祉士1名、事務1名）
で2～ 103歳までの方を訪問しています。

ーミナルや難病の利用者さんも多く、医師
の指示のもと医療処置をはじめ、リハビリ

テーションや療養生活のサポートをしていま
す。在宅看取りにおいては、利用者さん本人
やご家族の要望を最優先し、「最期まで自宅」
で過ごしていただけるよう支援しています。

た当ステーションは平成28年12月
より、これまでの訪問看護事業に加

え、定期巡回・随時対応型訪問介護看護一体
型サービス事業も新たにスタートしました。こ

れにより地域における医療と介護の連携を図り、
一体的なサービスの提供を行っていきます。利用者さ

んが住み慣れた環境の中で生活を続けていけるように、また
地域包括ケアシステムの基盤を支えるために、スタッフ一丸
となって取り組んでいきます。
　これからも地域とともに利用者さんを温かく見守り、皆様
に頼りにされるステーションでありたいと思っています。

こ

当

タ

ま

なごみ訪問看護ステーション 笑生訪問看護ステーション
しょうせい

多摩川土手のススキがきれいです

スタッフ

住宅の庭先には大きなカリンの実がなっています

　杉並区の花（さざんか）
毎年冬にはきれいなお花が
和ませてくれます

店主のセンスが光るかわいい雑貨屋さん

西荻にあるお洒落でかわいいカフェ

事務所の側を
流れる多摩川

府中市郷土
の森博物館

プラネタリウ
ムがありま

す
スタッフ



4 5

1

8

9 11

5
4

3
2

6
10

12

7

43
Vol.

44
Vol.

んにちは。なごみ訪問看護ステーション（医療法人社
団恵仁会）です。同じ名前のステーションが都内にも

いくつかあるのですが、当ステーションは北多摩南ブロック
に属する府中市の“なごみ”になります。

中市は新宿から京王線で西へ約20分のところにあり、
人口は約25万人、高齢化率は約20％という市です。

都心へのアクセスがよいだけでなく、市内に大きな企業や工
場が複数あるため、働く世代・子育て世代が増えています。
とはいえ、当ステーションのある住吉町周辺は多摩川の河川
敷が広がり、田んぼや梨畑が散在するのどかな地域です。

ごみ訪問看護ステーションは平成18年に開設され、
今年でちょうど10年を迎えました。なごみ居宅介護

支援事業所を併設しており、母体法人には府中恵仁会病院と
366リハビリテーション病院があります。ステーションの職
員は看護師が4名（常勤2名・非常勤2名）、作業療法士2名（常
勤）、事務1名（常勤）です。居宅介護事業所を含め職員の連
携や関係が良く、和気あいあいとした職場です。系列病院の
託児所があるほか、子どもの急な発熱や学校行事でのお休み
にもスタッフが協力しあって働いています。

ーミナル期の方を
含め、医療機関や

ケアマネジャーから利用者さんの依頼はいただくのですが、
スタッフ不足でお断りせざるを得ないこともあり、とても心
苦しいところです。お受けした利用者さんには、ひとりひとり・
一回一回の訪問を大切に、他職種と連携しながら「その人ら
しく暮らしていくための医療とケア」の提供をめざしていま
す。また、小さなステーションでも、在宅での看取りや実習生・
研修生の受け入れ、市民講座や地域の多職種イベントの参画
など、少しでも地域に「在宅療養の種」を蒔けるようがんばっ
ています。

性豊かな利用者さんがその人らしく暮らし続けられる
ことをめざして、一緒に笑ったり悩んだりする仲間

を増やした～い！と、ただいま絶賛リクルート中です。
便利な府中市中心部と、のどかな訪問地域、楽し
い職場、と3つおいしいなごみ訪問看護ステー
ションに、いらっしゃいませんか～♪

こ

な

府

タ

個

〒183-0034　東京都府中市住吉町5-18-7
TEL：042-351-8351　FAX：042-351-8353
http://www.nagomi-h.com 

医療法人社団恵仁会

なごみ訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　所長  加部 里美 〒167-0053　東京都杉並区西荻南3-7-4

　　　　　　　　　　KS大東ビル201号室
TEL：03-5344-9838　FAX：03-5344-9839
http://shousei-st.com 

株式会社テラ

笑生訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　代表  須藤 博子

んにちは。笑生訪問看護ステーションです。
当ステーションは23区の西側に位置する杉並区の西荻

窪駅の近くにあります。西荻の街にはお洒落なカフェをはじ
め、アンティークショップやクラフト感あふれる小さなお店
がたくさんあり、休日には散策する若い人達が多く見られま
す。また少し足を伸ばせば、井の頭公園や三鷹の森ジブリ美
術館など、緑の多い穏やかな環境が広がっています。

ステーションは平成22年6月に開設し、今年で７年目
を迎えました。スタッフは現在16名（常勤看護師6名、

非常勤看護師5名、介護福祉士3名、社会福祉士1名、事務1名）
で2～ 103歳までの方を訪問しています。

ーミナルや難病の利用者さんも多く、医師
の指示のもと医療処置をはじめ、リハビリ

テーションや療養生活のサポートをしていま
す。在宅看取りにおいては、利用者さん本人
やご家族の要望を最優先し、「最期まで自宅」
で過ごしていただけるよう支援しています。

た当ステーションは平成28年12月
より、これまでの訪問看護事業に加

え、定期巡回・随時対応型訪問介護看護一体
型サービス事業も新たにスタートしました。こ

れにより地域における医療と介護の連携を図り、
一体的なサービスの提供を行っていきます。利用者さ

んが住み慣れた環境の中で生活を続けていけるように、また
地域包括ケアシステムの基盤を支えるために、スタッフ一丸
となって取り組んでいきます。
　これからも地域とともに利用者さんを温かく見守り、皆様
に頼りにされるステーションでありたいと思っています。

こ

当

タ

ま

なごみ訪問看護ステーション 笑生訪問看護ステーション
しょうせい

多摩川土手のススキがきれいです

スタッフ

住宅の庭先には大きなカリンの実がなっています

　杉並区の花（さざんか）
毎年冬にはきれいなお花が
和ませてくれます

店主のセンスが光るかわいい雑貨屋さん

西荻にあるお洒落でかわいいカフェ

事務所の側を
流れる多摩川

府中市郷土
の森博物館

プラネタリウ
ムがありま

す
スタッフ



研修会報告「しっかり確認！保険請求業務」

6 7

地域活動報告「みんなで考え、みんなで支える地域づくりの会」

アメリカ西海岸弾丸ツアー

Note of a JourneyReport②

　11月半ばに米国ロスアンゼルスへ3泊5日で旅行をしま
した。ヨーロッパや台湾などには何度か行きましたが、ア
メリカ大陸ははじめて！成田からロスアンゼルス国際空港
（LAX）まで10時間。

1日目

　10時に空港着。入国審査や税関検査を終えたのが12時
頃。空港から、あらかじめ予約していた8時間市内観光の
乗用車に乗り、ひと通りの市内観光。コレは友人と2名で
行きたい場所をリクエストして回ってもらうツアー。タク
シーよりも安く、一般的な市内観光よりも効率も良いし日
本人のドライバーなので安心。また、スーツケースを持た
ずに観光ができるメリットがあります。
　夜はトーランスという街で、カリフォルニアで看護師とし
て働いている友人と合流。夕食を食べて24時前にホテルへ。

2日目

　朝9時半に、ホテルまで車で迎えにきてもらい、まずは
オススメのベーグル屋さんでブランチ。その後、近くの
ショッピングモールへ。キッチン用品の店はクリスマス商
品が充実していて面白い。そしてアウトレットモールへ。
日本と同じような感じだけど、アメリカのブランドがお買
得でした。夜は2時間かけてホテルのある街へ戻り、メキ
シコ料理の店で夕食。メキシコって西海岸から近いんですね。

3日目
　内陸のテメキュラという街のワイナリーへ。昼過ぎの出
発だったので、着いたのが15時過ぎでしたが、ワインの
テイスティングと美味しいチーズを食べられて最高のひと
時。大満足！
　ロスの旅行は車が無いと大変不便ですが、今回は友人に
案内してもらったおかげで充分満喫できました。
　旅行に行く前はかなりの勢いで仕事が片付きました。帰
るとまた仕事が溜まっているかと思うとゾッとしますが、
旅行中は仕事のことはすっかり忘れられるので、いいです
ね～。また次回どこかに行きたいです。
　　　　　　　　　　　 （なごみ訪問看護ステーション　葉山）

　9月17日（土）東京都看護協会で開催されました。120名の定員が満員御礼。管理者と事務の方と一緒
に参加するステーションも多く、『どうしてもこれに参加したかったのよ』といった声も。
　明日からの請求業務がスムーズになりますように。

　主任看護師さんと参加させて頂きました。
　毎月めまぐるしくやってくる業務の中で、つまずき、
悩み、間違えて返戻となり、急いで書籍で確認し、さ
らに、電話相談も活用させて頂き、色々とつまずきな
がらやっと3年目を迎えた事務職です。算定構造の講
義を受けながら、多数ある関係法令について算定根拠
を確実につかむことの重要性を再確認し、請求業務・
公費請求のお話を伺いながら、自分自身の請求業務に
照らし合わせ、間違いやすい請求の講義では、やって
しまいがちな項目を再確認でき、やはり最終的に制度
の仕組みをきちんととらえなければ、請求業務は始ま
らないと実感しました。
　やっと慣れてきたと現状に甘んじることなく、これ
からも請求業務に取り組んでいきたいと思います。
　　　　　 　（調布訪問看護ステーション　事務  中谷智子）

　訪問看護に携わり、初めて請求についての講習を受
講しました。日々訪問をしながら、算定については事例
に遭遇し、この場合はどの算定をするのかと事務方に聞
くことが多く、1度確認したらそのまま変わらずの認識
でおりました。訪問看護にかかわる法令関係は頻回に改
正されており、最新情報を確認していく必要性を実感し
ました。又、実際の訪問が算定に結びつかない事もあり
ますが、訪問の必要性は変わらないので実績を積み重ね
て、今後の算定改訂に少しでも貢献できればと思います。
　よりよい訪問看護が提供されていく様、安全な提供
体制整備のため、インシデントレポートの報告と改善
策の実施、褥瘡の危険因子の評価等積み重ねることで、
算定につながることを希望しつつ、訪問看護を継続し
ていきたいと思います。
　　　　  （調布訪問看護ステーション　看護師  鷺坂実豊子）

　地域包括ケアシステムの構築が進められていく中で、杉
並区では急性期病院からの呼びかけで様々な在宅医療・介
護施設が集まり連携の会が開催され、それぞれの施設から
医師、訪問看護師、退院支援看護師、ケアマネージャー、
MSW、連携担当職員等でグループワークを行い、病院と在
宅施設との連携に関する課題について忌憚のないディス
カッションが行われました。
　常日頃在宅医療・介護の場面では病院との連携について
困りごとも多く抱えていることと思いますが、今回は病院
の連携部門の方々のご意見をお伝えします。

　★入院前の状況についての情報が病院では必要。生活介
護面での課題（元々ある課題）について情報提供がな
い。退院間近になってから自宅は無理と言われる。

　★意思決定支援に関わってほしい。

　★在宅側に在院日数が短いことや病院の機能の違いを
知ってもらう必要がある。

　★ケアマネージャー側から連絡があまりない。病院に来
てもらえない。

　★終末期のケースは病状を含めてサポートできるケアマ
ネージャーにしてほしい。

　病院側からはこのような意見をいただきました。在宅側
からはこの何倍もの数の意見が病院へ出されましたが、真
摯に受け止めて解決に向けて取り組んでいくと約束してい
ただきました。普段感じているジレンマを話すことができ
たことと同時に、それぞれの立場で感じていることの差異
が聞けたことは良かったと思います。やはり顔の見える連
携がいかに大切であるか改めて痛感しました。
　　　　　　  　　（千寿すぎなみ訪問看護ステーション　渡辺）

地域作りの会

ハリウッドホテルのテラスから見たビー
チ

ロス市内

ワイナリー



研修会報告「しっかり確認！保険請求業務」

6 7

地域活動報告「みんなで考え、みんなで支える地域づくりの会」

アメリカ西海岸弾丸ツアー

Note of a JourneyReport②

　11月半ばに米国ロスアンゼルスへ3泊5日で旅行をしま
した。ヨーロッパや台湾などには何度か行きましたが、ア
メリカ大陸ははじめて！成田からロスアンゼルス国際空港
（LAX）まで10時間。

1日目

　10時に空港着。入国審査や税関検査を終えたのが12時
頃。空港から、あらかじめ予約していた8時間市内観光の
乗用車に乗り、ひと通りの市内観光。コレは友人と2名で
行きたい場所をリクエストして回ってもらうツアー。タク
シーよりも安く、一般的な市内観光よりも効率も良いし日
本人のドライバーなので安心。また、スーツケースを持た
ずに観光ができるメリットがあります。
　夜はトーランスという街で、カリフォルニアで看護師とし
て働いている友人と合流。夕食を食べて24時前にホテルへ。

2日目

　朝9時半に、ホテルまで車で迎えにきてもらい、まずは
オススメのベーグル屋さんでブランチ。その後、近くの
ショッピングモールへ。キッチン用品の店はクリスマス商
品が充実していて面白い。そしてアウトレットモールへ。
日本と同じような感じだけど、アメリカのブランドがお買
得でした。夜は2時間かけてホテルのある街へ戻り、メキ
シコ料理の店で夕食。メキシコって西海岸から近いんですね。

3日目
　内陸のテメキュラという街のワイナリーへ。昼過ぎの出
発だったので、着いたのが15時過ぎでしたが、ワインの
テイスティングと美味しいチーズを食べられて最高のひと
時。大満足！
　ロスの旅行は車が無いと大変不便ですが、今回は友人に
案内してもらったおかげで充分満喫できました。
　旅行に行く前はかなりの勢いで仕事が片付きました。帰
るとまた仕事が溜まっているかと思うとゾッとしますが、
旅行中は仕事のことはすっかり忘れられるので、いいです
ね～。また次回どこかに行きたいです。
　　　　　　　　　　　 （なごみ訪問看護ステーション　葉山）

　9月17日（土）東京都看護協会で開催されました。120名の定員が満員御礼。管理者と事務の方と一緒
に参加するステーションも多く、『どうしてもこれに参加したかったのよ』といった声も。
　明日からの請求業務がスムーズになりますように。

　主任看護師さんと参加させて頂きました。
　毎月めまぐるしくやってくる業務の中で、つまずき、
悩み、間違えて返戻となり、急いで書籍で確認し、さ
らに、電話相談も活用させて頂き、色々とつまずきな
がらやっと3年目を迎えた事務職です。算定構造の講
義を受けながら、多数ある関係法令について算定根拠
を確実につかむことの重要性を再確認し、請求業務・
公費請求のお話を伺いながら、自分自身の請求業務に
照らし合わせ、間違いやすい請求の講義では、やって
しまいがちな項目を再確認でき、やはり最終的に制度
の仕組みをきちんととらえなければ、請求業務は始ま
らないと実感しました。
　やっと慣れてきたと現状に甘んじることなく、これ
からも請求業務に取り組んでいきたいと思います。
　　　　　 　（調布訪問看護ステーション　事務  中谷智子）

　訪問看護に携わり、初めて請求についての講習を受
講しました。日々訪問をしながら、算定については事例
に遭遇し、この場合はどの算定をするのかと事務方に聞
くことが多く、1度確認したらそのまま変わらずの認識
でおりました。訪問看護にかかわる法令関係は頻回に改
正されており、最新情報を確認していく必要性を実感し
ました。又、実際の訪問が算定に結びつかない事もあり
ますが、訪問の必要性は変わらないので実績を積み重ね
て、今後の算定改訂に少しでも貢献できればと思います。
　よりよい訪問看護が提供されていく様、安全な提供
体制整備のため、インシデントレポートの報告と改善
策の実施、褥瘡の危険因子の評価等積み重ねることで、
算定につながることを希望しつつ、訪問看護を継続し
ていきたいと思います。
　　　　  （調布訪問看護ステーション　看護師  鷺坂実豊子）

　地域包括ケアシステムの構築が進められていく中で、杉
並区では急性期病院からの呼びかけで様々な在宅医療・介
護施設が集まり連携の会が開催され、それぞれの施設から
医師、訪問看護師、退院支援看護師、ケアマネージャー、
MSW、連携担当職員等でグループワークを行い、病院と在
宅施設との連携に関する課題について忌憚のないディス
カッションが行われました。
　常日頃在宅医療・介護の場面では病院との連携について
困りごとも多く抱えていることと思いますが、今回は病院
の連携部門の方々のご意見をお伝えします。

　★入院前の状況についての情報が病院では必要。生活介
護面での課題（元々ある課題）について情報提供がな
い。退院間近になってから自宅は無理と言われる。

　★意思決定支援に関わってほしい。

　★在宅側に在院日数が短いことや病院の機能の違いを
知ってもらう必要がある。

　★ケアマネージャー側から連絡があまりない。病院に来
てもらえない。

　★終末期のケースは病状を含めてサポートできるケアマ
ネージャーにしてほしい。

　病院側からはこのような意見をいただきました。在宅側
からはこの何倍もの数の意見が病院へ出されましたが、真
摯に受け止めて解決に向けて取り組んでいくと約束してい
ただきました。普段感じているジレンマを話すことができ
たことと同時に、それぞれの立場で感じていることの差異
が聞けたことは良かったと思います。やはり顔の見える連
携がいかに大切であるか改めて痛感しました。
　　　　　　  　　（千寿すぎなみ訪問看護ステーション　渡辺）

地域作りの会

ハリウッドホテルのテラスから見たビー
チ

ロス市内

ワイナリー
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正月の仲見世通り

ぶれいくたいむ
　あっと言う間に2016年は終わり、2017
年を迎えることになりました。事業として
は2016年度はまだ終わっていません
が、皆さまはどんな2016年でしたか？
　私は俗に言うカープ女子（BBA）と
なり数年。広島東洋カープは25年ぶり
のセリーグ優勝を飾ることが出来まし
た！残念ながら日本一になることは出来
ませんでしたが、チーム内の信頼関係を
もち、チームワークを発揮しながら戦う
姿に、胸が熱くなりました。特に、目標
に向かって頑張ることの大切さは、日々
の仕事にも通じることだなと心から感じました。
　カープを応援したい！毎試合球場に行きたいという欲求が私の
仕事に対するモチベーションになっている今‥‥。2017年も全
力で広島東洋カープ応援！そして、仕事にと頑張っていこうと
思ってます。
　皆さまもよいライフワークバランスを保ちつつ、2017年も素
敵な一年になりますように！
　　　 　　    （東電さわやかケア中野・訪問看護ステーション　鈴木）

〒135-0063 江東区有明3-6-11  TFTビル東館9F 
（株）プロコムインターナショナル  TEL 03-5520-8824

　皆さま、あけましておめでとうござ
います。
　私にとって昨年は　熊本の震災や水
害など大きな被害を出した自然災害が印象に残る一年にな
りました。今年は被害にあった方々にとって希望のある一
年になる事を願わずにはいられません。
　さて、今年の干支は「酉年」。「奉仕」と「実り」という
意味があるそうです。患者さまにはもちろんですが、家族
や友人など周囲の人に奉仕する事で、多くの実りが帰って
くる。そんな良い循環が生まれる一年になるといいなと思
います。
　そして、協議会にとっての「実り」のひとつ、イメージ
キャラクターの「ほなとちゃん」が誕生しましたね。かわ
いらしいひつじの「ほなとちゃん」には、訪問看護師とし
て頑張ってきた皆さんの思いや希望がつまっているんです
ね。その「ほなとちゃん」が登場する協議会の新しいリー
フレットが出来上がりました。第一印象として、全体的に
明るい印象になり、自転車と一緒の「ほなとちゃん」が、
訪問看護師らしさを上手く表現してくれているなぁと思い
ました。新しい仲間「ほなとちゃん」をこれからもよろし
くお願い致します。
　まだまだ、寒さきびしい日が続きますが、防寒対策はも
ちろんのこと、早い方は花粉対策も万全にして、今日も頑
張りましょう！
　　　  （東大和訪問看護ステーション武蔵村山サテライト　龍原）

2017年、明けましておめでとうござい
ます。日頃、皆様には当東京訪問看護ステー

ション協議会の運営にご支援ご協力を賜り誠にありがと
うございます。本年も当協議会が、更なる発展を目指す
為には皆様方からの変わらぬ熱いご厚情とご支援を引き
続きよろしくお願いいたします。
　この「そわにえ」の表紙を飾るこのタイトルの「ぼん・
くらーじゅ」の言葉の由来は、フランス語の【頑張って】
という意味です。Bonは「いい・素晴らしい」、Courage
は度胸・勇気という2つの単語から成り立っています。
日本語で「ぼんくら」というとあまり良くない印象を受
けますが、これは決してそうではなく、Bon・Courage
（ボン・クラージュ）、つまり「頑張ってね」という励ま
す意味を込めた掛詞のようです。
　最近の医療看護及び介護の領域は、未曽有の超高齢社
会を迎える中で「医療介護総合確保推進法」（2014年）
が制定され、都道府県は市町村と連携し、地域医療構想

の策定後、在宅支援のための訪問看護の質が問われてい
ます。そして今後2018年度に向け、第7次医療計画の
策定や国民健康保険法の改正の施行、医療費の適正化計
画の策定や市町村では介護事業計画の策定や地域包括ケ
アの推進が求められ、診療報酬・介護報酬のダブル改定
では、訪問活動の領域は確実に拡大されます。
　訪問看護ステーションはこうした社会の動向に対応を
考えた戦略活動を着実に行いながら、更に即戦力や柔軟
な思考力、そして総合的にとらえ活動できるマネジメン
ト力を有する人材育成という二面の展開を求められてい
ます。このように激動する時代には自施設の利益や理念
では太刀打ちできないことは明白な事実です。時代を越
えゆくには、看護職能が一つになり理想の看護の実現を
目指し、当協議会と看護協会が共に活動を進めることが
大切です。今年は是非、全員が東京都看護協会への入会
もご検討ください、随時ご案内しております。
　2017年も共に“ぼん・くらーじゅ”で参りましょう!!

 ぼん・くらーじゅ ぼん・くらーじゅ
Bon Courage

東京訪問看護ステーション協議会 会長 山 元 恵 子ご　挨　拶ご　挨　拶

【
連
絡
先
】

東京訪問看護ステーション協議会は、都内で活動し
ている訪問看護ステーションの訪問看護師たちを支
援していきます。ご入会を心よりお待ちしています。

12月15日現在の会員施設数
継続会員：407　新規会員：90　合計：497


